
 本書に下記の通り誤りがございました。お詫びして訂正いたします。

項 誤 正

ー 凡例 ー

１．国の指定・選定・登録文化財は以下のように

記載している。

・重要文化財(建造物)→国重文

・登録有形文化財(建造物)→国登録

・史跡→国史跡

・名勝→国名勝

・重要文化的景観→国景観

・重要伝統的建造物群保存地区→国重伝建

１．国の指定・選定・登録文化財は以下のように記載

している。

・重要文化財(建造物)→国重文

・登録有形文化財(建造物)または登録記念物→国登録

・史跡→国史跡

・名勝→国名勝

・重要文化的景観→国景観

・重要伝統的建造物群保存地区→国重伝建

また、県・市・町指定で、上記区分と重複する場合は

「国」部分を県または市、町と変更して記載し、有形

文化財(建造物)は、県、市、町建造物と記載する。ま

た、景観法に基づき指定された景観重要建造物は、そ

の指定主体により県、市、町景観と記載する。

04 軽工業 (２)旧日出紡績松原工場 (２)旧日出紡織松原工場
07 農林水産業 (５)旧大谷村農業倉庫 (５)旧大谷村組合農業倉庫

5 本文
(１)妙法鉱山

所在地
那智勝浦町井関 那智勝浦町妙法山周辺

9 本文

(２)三田水力発電

施設

10行目

「あらぎ島」の景観 「蘭島及び三田・清水の農山村景観」

14 本文
(2)海南港埋立地

建設・設置時期
昭和36年(1961) 昭和38年(1963)

本文 6行目 旧日出紡績 旧日出紡織
本文 31行目 09その他が９件 09その他が10件

17 図 ʷ (２)旧日出紡績松原工場 (２)旧日出紡織松原工場
18 表題 ʷ (２)旧日出紡績松原工場 (２)旧日出紡織松原工場

22 本文
(９)旧由良精工

11-12行目

境界には煉瓦塀が続き、往時の景観を残してい

る。

境界には煉瓦塀が続いていたが、現在は大半が撤去さ

れている。
27 表題 ʷ (18)醤油製造産業 (18)醤油醸造産業

本文 7-9行目

続いて、明治36年(1903)に南海鉄道(現在の南海

電気鉄道)が大阪府の難波駅から和歌山駅を開業さ

せた。

続いて、明治31年(1898)に南海鉄道(現在の南海電気

鉄道)が尾崎駅(大阪府)から紀の川北岸の和歌山北口駅

まで、明治36年(1903)に紀の川南岸の和歌山市駅まで

を開通させた。

本文 21行目
隧道は、自動車道や鉄道の橋の設置を記念する記

念碑などが確認されている。

隧道は、自動車道や鉄道に伴う隧道そのものや、これ

らに関する記念碑などが確認されている。
(３)旧国鉄 中之島 (３)旧国鉄 紀伊中ノ島
(５)南海電鉄和歌山軌道線車両 (５)南海電気鉄道和歌山軌道線車両

36 本文

(８)旧紀和鉄道

紀ノ川橋梁(岩出

鉄橋) 2-4行目

明治33年(1900)に開業した紀和鉄道の一部として

建設され

紀和鉄道により明治33(1900)に開通した船戸駅から粉

河仮駅までの一部区間として建設され

41 表題 ー (20)県内の道路元標 (20)県内の道路元標 一部市史跡

本文
(23)熊野大橋

所在地
新宮市～紀宝町 新宮市～三重県紀宝町

本文
(24)奥瀞橋

所在地
北山村竹原 北山村竹原～三重県熊野市

45 本文
(31)棒杭

建設・設置時期
大正～昭和 明治～大正

48 本文

(37)紀ノ川改修

堤防

建設・設置時期

大正12年(1923) 大正12年(1923)～昭和24年(1935)

53 表題 ー (３)虎屋薬局 (３)虎屋薬局 町景観
58 本文 16行目 06養蚕業が９件 06養蚕業が7件
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32 図 ー

42
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60 本文
(２)貝尻用水

10行目
大正15年(1926)に記念碑が建立されている。 大正15年(1926)に紀念碑が建立されている。

表題 ー (５)旧大谷村農業倉庫 (５)旧大谷村組合農業倉庫

本文
(７)円筒分水

所在地
有田市保田・古江見 有田市星尾・古江見

63 表題 ー (10)西岩吉翁頌徳碑 (10)西岩吉翁頌功碑

65 本文

(16)旧本州製紙

熊野事務所

所在地

蓬莱町一丁目４ 新宮市蓬莱町一丁目４

71 本文 24行目 文化遺産数は577件 文化遺産数は568件
72 図 ー (36)旧西村伊作邸 (36)旧西村家住宅
73 表題 ー 和歌公園 和歌公園 一部国名勝・県史跡
74 表題 ー (３)和歌山城公園 (３)和歌山城公園 国史跡・名勝
76 表題 ʷ (５)高野山の庭園 (５)高野山の庭園 一部国名勝・県名勝・国登録

本文 15行目 詰所、旧陸海軍の 詰所、旧大日本帝国陸海軍の
本文 18行目 紀淡海峡周辺に大阪湾防備を目的に 紀淡海峡及び鳴門海峡周辺に大阪湾防備を目的に
本文 23行目 紀伊藩主の別邸である 紀州徳川家の別邸である

(６)由良要塞跡

2行目

由良要塞は、淡路島の鳴門地区、由良地区、和歌

山市の友ヶ島地区、加太・深山地区の4地区に分

けられ

由良要塞は、徳島県と兵庫県(淡路島)にまたがる鳴門

地区、兵庫県(淡路島)の由良地区、和歌山県の友ヶ島

地区、加太・深山地区の4地区に分けられ
(６)由良要塞跡

15行目

連合国軍総司令部(GHQ)によって一部が破壊され

てるが、
(削除)

標題 ʷ (14)双青閣(紀伊藩主徳川頼倫別邸) (14)双青閣(紀州徳川家別邸)

本文
(14)双青閣

3-4行目
旧紀伊藩主の徳川頼倫が 紀州徳川家第15代当主の徳川頼倫が

本文

105

62

95

100


